








要約:わが国の小児医療の中心としての国立成育医療センターの有すべき情報機能のあり

方を、今までの活動を分析し、全国情報収集、情報提供、情報活用の推進について検討し

た。全国の小児科標傍病院(約 3800 病院)を対象とした郵送による緊急およぴ継続的全国

調査と情報提供、資料利用申請に対する集計サービスの一層の充実に加え、今後は地域医

療・地域保健関係者との情報交換システム、一般向け情報発信方法、医師・地域保健関係

者を対象とした情報活用の推進を検討したい。


